
あ
の
家
の
こ
と

　
八
十
代
後
半
と
思
わ
れ
る
二
人
の
女
性
が

住
ん
で
い
た
家
。
住
ん
で
い
た
と
い
っ
て
も

そ
れ
は
も
う
十
年
も
前
の
こ
と
。

　
小
さ
な
平
屋
で
玄
関
先
に
は
い
つ
も
季
節

の
花
が
咲
い
て
い
た
。
二
人
は
腰
が
曲
が
り

足
も
悪
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
私
を
見
る
と
、

に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
く
れ
た
。
干
さ
れ
た
洗

濯
物
は
き
ち
ん
と
皺
が
の
ば
さ
れ
風
に
は
た

め
い
て
い
た
。
あ
る
日
、
家
が
閉
ざ
さ
れ
、

二
人
は
い
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
家
は
、
ツ
ツ
ジ
の
花
の
咲
く
川
べ
り

に
あ
り
、
私
は
毎
年
そ
れ
を
見
に
行
っ
た
。

二
人
の
小
柄
で
丸
く
て
優
し
い
笑
顔
の
お
婆

　
あ
の
家
が
な
い
。
昨
日
、
盛

り
の
ツ
ツ
ジ
を
見
に
行
っ
た

ら
、
あ
の
家
が
な
か
っ
た
。

さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
家
を
、
十
年
見
続

け
て
き
た
。
主
の
い
な
く
な
っ
た
家
は
、

軒
が
傾
き
、
瓦
が
落
ち
始
め
、
壁
が
崩

れ
、
板
が
剥
が
れ
、
家
の
中
が
人
目
に
さ

ら
さ
れ
た
。
鍋
も
笊
も
し
ゃ
も
じ
さ
え
見

え
た
。
本
も
箪
笥
も
た
わ
ん
だ
畳
に
そ
の

ま
ま
置
い
て
あ
っ
た
。
裏
側
に
回
れ
ば
、

囲
わ
れ
て
い
た
板
も
な
く
な
っ
て
い
て
、

乾
い
た
便
槽
に
陽
が
射
し
こ
ん
で
い
た
。

　
あ
の
家
は
、
な
ん
の
痕
跡
も
残
さ
ず
消

え
、
白
い
砂
の
よ
う
な
土
で
平
に
整
地
さ

れ
て
い
た
。
洗
濯
も
の
が
干
さ
れ
て
い
た

辺
り
に
「
売
り
土
地
」
と
四
角
い
看
板
が

立
っ
て
い
る
。
と
き
お
り
の
強
い
風
に
ツ

ツ
ジ
の
花
び
ら
が
揺
れ
る
。
し
ば
ら
く
佇

ん
で
い
た
ら
、
な
に
も
な
い
空
き
地
が
、

二
人
の
お
婆
さ
ん
を
抱
い
て
、
聖
地
の
よ

う
な
輝
き
を
見
せ
た
。
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現在開催中の企画展「毛利敬親と野田御殿」の様子

野田御殿（毛利家野田別邸）
※国立国会図書館ウェブサイトより転載

っ
た
敬
親

は
、
こ
こ

で
生
活
を

送
る
こ
と

は
な
か
っ

た
。
敬
親

亡
き
後
、

し
ば
ら
く

は
「
野
田

別
邸
」
と

し
て
毛
利

一
族
が
居

住
し
て
い

た
。
86
年

に
明
治
天

よ
り
多
く
の
人
か
ら
情
報
提

供
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

同
施
設
で
８
月
30
日（
月
）
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展

「
毛
利
敬
親
と
野
田
御
殿
」

の
関
連
事
業
だ
。

　「
野
田
御
殿
」
は
、
１
８

７
１
年
に
建
て
ら
れ
た
毛
利

敬
親
の
隠
居
所
。
し
か
し
、

同
年
３
月
に
他
界
し
て
し
ま

皇
、
１
９
０
８
年
に
は
皇
太

子
（
大
正
天
皇
）
も
宿
泊
。

26
年
５
月
の
皇
太
子
（
昭
和

天
皇
）
の
行
啓
で
は
、
県
庁

舎
（
現
在
の
県
政
資
料
館
）

が
宿
泊
所
と
な
り
、
同
所

は
、
非
常
時
の
立
ち
寄
り
所

と
し
て
使
わ
れ
た
。

　
戦
後
の
47
年
に
、
毛
利
家

当
主
の
毛
利
元
道
か
ら
県

が
、
所
在
地
の
土
地
・
建
物

を
取
得
。
県
の
職
員
が
間
借

り
の
よ
う
な
か
た
ち
で
居
住

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
65
年

ま
で
に
、
県
職
員
公
舎
が
４

棟
建
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
２

０
０
１
年
、
県
か
ら
山
口
市

に
同
地
は
売
却
さ
れ
た
。

　
一
方
、
菜
香
亭
は
、
明
治

時
代
に
毛
利
藩
の
膳
部
職
だ

っ
た
斉
藤
幸
兵
衛
が
八
坂
神

社
（
山
口
市
上
竪
小
路
）
の

境
内
に
開
業
し
た
料
亭
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
に
わ
た
っ

て
山
口
の
迎
賓
館
と
し
て
も

使
わ
れ
、
伊
藤
博
文
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
政
財
界
人

ら
が
利
用
し
た
。
し
か
し
、

５
代
目
店
主
だ
っ
た
斉
藤
清

子
（

通

称
「

お

ご

う

さ

ん
」）
が
高
齢
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
96
年
７
月
に
廃

業
。
そ
の
後
、「
大
内
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
や

「
菜
香
亭
・
十
朋
亭
を
チ
ョ

ッ
と
素
敵
に
甦
ら
せ
る
会
」

な
ど
が
利
用
方
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
山
口

市
民
の
署
名
を
集
め
て
２
０

０
０
年
12
月
、
市
議
会
に
保

存
活
用
を
求
め
る
請
願
書
を

提
出
。
市
議
会
の
採
択
を
受

け
て
、
04
年
に
市
が
所
有
す

で
も
よ
い
の
で
情
報
を
寄
せ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
同
施

設
。
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、

企
画
展
後
期
（
６
月
30
日
〜

８
月
30
日
）
で
紹
介
さ
れ

る
。

　
情
報
提
供
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
施
設
の
指
定
管
理

者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
史
の
町

山
口
を
甦
ら
せ
る
会
（
☎
０

８
３

－

９
３
４

－

３
３
１

２
）
へ
。

る
現
在
地

に
移
築
さ

れ
た
。

　「
野
田

御
殿
に
関

し
て
現
存

し
て
い
る

資
料
は
少

な
い
。
県

職
員
公
舎

に
住
ん
で

い
た
思
い

出
や
写
真

な
ど
、
何

　
山
口
市
菜
香
亭
は
、
現
在

同
施
設
が
建
つ
場
所
（
山
口

市
天
花
１
）
に
か
つ
て
存
在

し
た
、「
野
田
御
殿
」
に
関

す
る
情
報
を
募
集
し
て
い

る
。

　
毛
利
敬
親
（
１
８
１
９
〜

１
８
７
１
）
没
後
１
５
０
年

に
際
し
、
同
地
に
お
け
る
歴

史
的
変
遷
を
た
ど
ろ
う
と
、

山
口
県
職
員
公
舎
時
代
の
思
い
出
な
ど
も

「
野
田
御
殿
」に
関
す
る
情
報
募
集
中
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ナ
を
連
れ
た
カ
ル
ガ
モ
の
行
列

が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
町

の
人
た
ち
が
手
助
け
し
て
い
る

様
子
な
ど
が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
ル
ガ
モ
は
、
意
外
と
身
近

な
場
所
で
も
繁
殖
し
て
い
る
の

で
、
行
列
で
泳
い
だ
り
歩
い
た

り
し
て
い
る
様
子
を
見
る
事
が

で
き
る
カ
モ
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
カ
モ
の
多
く
は
中
国
北
部

や
ロ
シ
ア
で
子
育
て
を
す
る

冬
鳥
で
す
が
、
カ
ル
ガ
モ
は

日
本
で
子
育
て
を
す
る
の

で
、
一
年
中
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
５
月
頃
に
な
る
と
、
水
辺

の
草
地
に
営
巣
し
て
子
育
て

を
し
ま
す
。
ヒ
ナ
は
産
ま
れ

た
そ
の
日
か
ら
歩
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
親
鳥
は
安
全

な
場
所
に
移
動
し
て
ヒ
ナ
た

ち
を
育
て
ま
す
。
街
中
で
ヒ

き
ら
ら
浜
自
然
観
察
公
園
　

　
　
　
　
　      

信
木
　
愛

27

カルガモ

カモ目　カモ科
［全長］　61cm
［時期］　一年中見られる留鳥

 １行記事　創立７５周年を迎えた技工団（作間悦次社長）と同社労働災害防止協力会が１日、山口市に７５万円を寄付した。新型コロナウイルス感染症対策に活用される。

ル
シ
ェ
」
が
開
か
れ
る
。

　
毎
月
第
一
日
曜
日
に
、
ア

ー
ケ
ー
ド
の
中
で
開
催
さ
れ

　

６

日

（
日
）
午
前

10
時
半
か

ら
午
後
３

時

半

ま

で
、
山
口

市
中
心
商

店
街
の
米

屋
町
商
店

街
で
「
コ

メ
コ
メ
マ

　「
お
ー
い
、
カ
ラ
ス
が

巣
を
作
っ
て
い
る
ぞ
」 

夫

の
声
で
見
上
げ
る
と
庭
の

栴せ
ん

檀だ
ん

の
木
に
巣
が
出
来
て

い
ま
す
。
三
味
線
の
バ
チ

の
よ
う
な
尾
羽
が
の
ぞ
い

て
い
る
の
で
卵
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
カ
ラ
ス
が
営
巣
を
始
め

る
３
月
の
朝
は
真
冬
と
一

緒
、
寒
い
で
す
。
春
の
嵐

は
ち
ょ
っ
と
し
た
台
風
並

み
で
一
晩
中
雨
風
が
叩
き

つ
け
、
も
う
ダ
メ
飛
ば
さ

れ
て
い
る
と
何
度
も
思
い

ま
し
た
。
５
月
の
暑
い
と

き
は
容
赦
な
く
日
が
照
り

つ
け
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
親
鳥
た
ち
は
交
替
で

黙
々
と
餌
を
運
び
続
け
て

い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は

意
外
に
ご
存
知
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
ス

の
子
育
て
中
の
巣
を
壊
す

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ツ
バ
メ
が
保
護
さ
れ

て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
、

て
い
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
。
今
回
で
、
39
回
目
を

迎
え
る
。
出
店
を
予
定
し
て

い
る
の
は
、
次
の
店
舗
。

　
茶
和
茶
話
＆
ア
ト
リ
エ
ア

ッ
シ
ュ
▽
木
工
つ
み
き
▽
Ａ

ｔ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ

ｒ
ｉ
▽
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
ｆ
ｌ

ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
▽
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ

▽
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

－

Ｒ
Ｕ
▽
工
房

ｍ
ｙ
ｕ
ｍ
ｙ
ｕ
▽
ス
オ
ウ
パ

ー
テ
ィ
▽
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
▽
小

さ
な
焼
き
菓
子
屋
さ
ん
＆
Ｐ

ｅ
ｔ
ｉ
ｔ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｒ

カ
ラ
ス
、
ハ
ト
、
ス
ズ
メ
な

ど
も
鳥
獣
保
護
法
で
捕
獲
し

た
り
殺
傷
す
る
こ
と
は
い
け

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
カ
ラ
ス
は
ゴ
ミ
袋
を
破

っ
て
散
ら
か
す
し
、
大
声
で

威
嚇
し
ま
す
。
カ
ラ
ス
は
悪

い
鳥
、
嫌
い
だ
と
多
く
の
方

が
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ヒ
ト

と
動
物
が
生
活
を
し
て
い
く

中
で
上
手
く
棲
み
分
け
の
で

き
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
巣
立
ち
を
し
た
明
く
る
日

の
夕
刻
　「
カ
ー
、
カ
ー
、

カ
ー
」
と
大
声
で
カ
ラ
ス
が

呼
ん
で
い
ま
す
。
あ
わ
て
て

外
を
見
上
げ
る
と
電
線
に
カ

ラ
ス
が
４
羽
、
間
違
い
な
く

あ
の
家
族
が
い
ま
し
た
。
前

日
巣
か
ら
な
か
な
か
離
れ
ら

れ
な
か
っ
た
下
の
子
が
、
不

器
用
に
羽
を
ば
た
つ
か
せ
て

い
る
の
で
分
か
り
ま
す
。
親

子
揃
っ
て
姿
を
見
せ
に
来
て

く
れ
た
の
で
し
た
。

　
５
月
は
愛
鳥
週
間
で
し

た
。
自
然
の
中
で
生
活
し
て

い
る
鳥
を
大
切
に
し
、
守
ろ

ｅ
ｔ
▽
ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
＊
ｓ
ｈ
ｏ

ｐ
▽
ね
こ
も
の
や
▽
ｌ
ｅ

ｔ
‘
ｓ
　
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｆ
ｕ

ｎ
▽
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
た
ま

　
さ
ら
に
「
ベ
ビ
ー
用
品
・

子
ど
も
用
品
の
交
換
会
」
も

実
施
さ
れ
る
。
１
点
の
持
ち

込
み
に
つ
き
、
好
き
な
も
の

１
点
を
持
ち
帰
り
で
き
る
。

　
７
月
４
日（
日
）
の
次
回
へ

の
出
店
者
も
募
集
中
。
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
事

務
局
（
☎
０
８
３

－

９
０
２

－

０
８
９
２
）
へ
。

う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
作

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
聞
こ
え

て
く
る
野
鳥
の
声
に
耳
を
す

ま
せ
て
み
る
の
も
面
白
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
サ
ン
デ
ー
山
口
編
集
部
で

は
、
あ
な
た
の
見
つ
け
た
ス

テ
キ
な
「
山
口
県
央
ネ
タ
」

の
記
事
投
稿
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
魅
力
の
詰
ま
っ

て
い
る
こ
の
地
域
に
は
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
ネ
タ
が

た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
紹
介
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
サ
ン
デ
ー
山

口
の
紙
面
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
記

事
を
通
じ
、
多
く
の
人
に

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

︻
投
稿
要
領
︼

　
投
稿
内
容
:
山
口
県
央

部
に
お
け
る
「
良
さ
・
魅

力
」（
景
観
、
史
跡
、
施

設
、
催
し
、
人
物
、
食
べ

物
等
）
を
伝
え
る
記
事
。

※
こ
ち
ら
で
校
正
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自

社
・
自
店
の
宣
伝
は
お
控

え
く
だ
さ
い
。

　
フ
ァ
イ
ル
形
式
:
ワ
ー

ド
文
書
形
式
（
手
書
き
文

書
の
送
付
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
）

　
文
字
数
:
５
０
０
〜
７

０
０
字
程
度

　
写
真
:
２
点
以
内
（
無

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

　
応
募
方
法
:
記
事
投
稿

ア

ド

レ

ス
（post@

sunday-yam
aguchi.

co.jp

）
ま
で
メ
ー
ル
で
。

本
文
に
「
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は

本
名
も
）、
電
話
番
号
、

年

齢
、

職

業
（

学

校

名
）」
を
明
記
し
、
ワ
ー

ド
文
書
を
添
付
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

投
稿
者
：
な
か
と
う
あ
お
い

「
カ
ラ
ス
の
子
育
て
」

投 稿コメコメマルシェ
米屋町商店街でハンドメイドイベント

あ
す
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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ス
ト
国
立
工
芸
美
術
館
名
品

展
　
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
ア

ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
へ
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
19
世
紀
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
熱
狂
を
巻
き
起
こ
し
た

「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」。
浮
世
絵

を
始
め
、
日
本
の
美
術
品
の

　

20

日

（

日

）
ま

で
、
県
立

萩

美

術

館
・
浦
上

記

念

館

（
萩
市
平

安
古
町
、

☎
０
８
３

８

－

２
４

－

２

４

０
０
）
で

特

別

展

「
ブ
ダ
ペ

流
入
は
、
西
洋
の
工
芸
品
や

デ
ザ
イ
ン
、
当
時
の
西
洋
諸

国
を
席
巻
し
て
い
た
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の

流
行
の
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
工
芸
美
術
館
は
、
日
本

の
漆
工
芸
や
陶
磁
器
を
収

集
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
立
工
芸

美
術
館
も
、
当
初
か
ら
日
本

の
美
術
品
を
積
極
的
に
集
め

て
い
た
。

　
今
回
の
展
示
は
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

美
術
が
西
洋
に
与
え
た
影
響

と
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

て
い
っ
た
か
の
歴
史
を
た
ど

る
も
の
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
立

工
芸
美
術
館
の
所
蔵
品
か

ら
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

を
代
表
す

る
ガ
ラ
ス

工
芸
家
の

エ

ミ

ー

ル
・

ガ

レ
、
ル
イ

ス
・
カ
ン

フ

ォ

ー

ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
、
フ
ラ

ン
ス
の
ガ
ラ
ス
工
芸
家
で
あ

る
ド
ー
ム
兄
弟
の
名
品
や
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表
す
る
ジ

ョ
ル
ナ
イ
陶
磁
器
製
造
所
に

よ
る
作
品
群
な
ど
、
約
１
７

０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
入
館
４

時
半
ま
で
）。
観
覧
料
は
一

般
１
５
０
０
円
、
大
学
・
高

専
生
１
３
０
０
円
、
70
歳
以

上
は
１
２
０
０
円
。
18
歳
以

下
は
無
料
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
県
外
か
ら
の
来
館
は
自

粛
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
開
館
時
間
の
変

更
や
入
場
制
限
を
行
う
場
合

が
あ
る
。

「ブダペスト国立工芸美術館名品展」
県立萩美術館で

～
20
日

 １行記事　山口県公式ウェブサイト（ホームページ）が、１日にリニューアルした。スマートフォン等でも視認性・操作性が高い、画像中心のデザインに一新された。

事例 1101

消費生活相談 契
約
内
容
を
よ
く
確
認
！

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　︻
相
談
︼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
実
質
無
料
・
初

回
送
料
の
み
５
０
０
円
」
と
書
か
れ
た
広

告
を
見
て
脱
毛
ク
リ
ー
ム
を
注
文
し
た
。

商
品
が
届
き
、
同
封
さ
れ
て
い
た
書
類
を

確
認
す
る
と
、
５
回
分
の
受
け
取
り
が
条

件
の
定
期
購
入
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
支
払
総
額
は
約
２
万
５
千
円
と
な
る

が
支
払
え
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　︻
回
答
︼
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
制
度
が
な
く
、
解

約
や
返
品
に
つ
い
て
は
事

業
者
の
規
約
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
注
文
す
る

際
に
は
、
定
期
購
入
が
条

件
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
支
払
総
額
は

い
く
ら
に
な
る
か
、
解
約
や
返
品
が
で

き
る
か
な
ど
、
契
約
内
容
を
し
っ
か
り

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
契
約
内
容
は
「
実
質
無

料
」
等
の
文
字
と
離
れ
た
場
所
で
の
表

示
や
、
小
さ
い
字
で
書
か
れ
て
い
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
画
面
の
隅
々

ま
で
見
る
等
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
広
告
表
示
や
申
込
み
の
最
終
確
認
画

面
に
問
題
が
あ
る
等
、
事
業
者
と
交
渉

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
注
文
時

の
表
示
内
容
等
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、

交
渉
は
困
難
で
す
。
契
約
時
に
は
販
売

サ
イ
ト
の
表
示
や
最
終
確
認
画
面
の
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
等
し
て
、

記
録
に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

県消費生活センター（相談電話 083-924-0999）



2021年（令和 3年）６月５日㈯　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）・
防
府
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




